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文部科学省委託「外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修モデルプログラム開発事業」 

モデルプログラム（2017年度版）を活用した授業・研修事例 

現職教員の研修 No.2 

カリキュラム（計画） 日本語指導が必要な児童生徒等支援研修会（菊川市） 

                           作成者：南里 哉子 

 

養成・研修 ／ 基礎・専門・支援員 （該当するものに○） 

    ★参照したモデルプログラム NO.（報告書 pp.207-244） 下線：内容・項目（pp.72－76） 

日時・場所 
平成 30年 11月 19日（月） 13:30～16:30 （180分） ※実時間 13:40～16:00（途中休憩有り） 

於：菊川市中央公民館 

実施団体・機関 菊川市教育委員会 

研修・授業名 平成 30年度日本語指導が必要な児童生徒等支援研修会 

受講者 

・人数： 24名 

・受講者の立場： 

加配教員 ５人（小３ 中２）・外国人支援員 8人・教務主任 10人（加配有校 5 加配無校 5） 

虹の架け橋教室 

演題・テーマ☆ 日本語指導が必要な児童生徒への指導方法                                          

到達目標 外国人児童生徒がつまづきやすい日本語について知り、自らの支援・指導に生かす。 

活動展開 （  分） ★ 形態 留意点 参考資料 

導入： 

 

〇静岡県や菊川市における、在住外国人や児

童生徒数について知る（10分） 

 

 

 

〇公立学校教科書の日本語の特徴について知

る（15分） 

１）公立学校の教科書はどんな日本語が使わ

れているか？ 

２）外国人支援員はどんな日本語が難しいと

感じたか？ 

３）外国人が日本語を学ぶときの特徴 

 

 

展開： 

〇教科学習と日本語指導の結び付け（25分） 

１）第二言語の習得について 

２）教科内容の指導 

３）日本語の指導 

〇実践事例など紹介（30分） 

・小学校１年生 算数 
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講義 

 

 

講義 

活動 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

進学率が高くない原因のひとつは

日本語の理解が十分でないため 

⇒なぜ日本語が理解できないか？ 

 

まずは自分でどんな日本語が理解

されにくいか考える 

 

みんなの日本語ではどんな文型が

提示されているか確認し、「どん

な日本語につまづきやすいか」に

着目してもらう 

 

 

言語発達によって効果的な支援方

法が違うことを知ってもらう 

 

 

取り出しの教室がある学校の取り

 

国の統計資

料など 

 

 

教科書 

（小学校社

会） 

みんなの日

本語 
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・小学校５年生 学活（学級会） 

・中学校２年生 理科 

 

 

 

 

〇授業案作成（30分） 

１）取り出しでの授業（日本語と教科の統合学

習） 

２）在籍学級での授業 

 

 

 

まとめ： 

〇授業案発表・振り返り（30分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動 

組みと、ない学校の在籍クラスで

の工夫について紹介する 

・身につけさせたい日本語表現 

・学習に必要なキーワード 

・学級担任の支援 

 

加配校グループ、加配なし校グル

ープに分かれて授業案を作成する 

加配校グループには単元のみ提

示、加配なし校グループには簡単

な授業案を提示し、その中でどう

工夫していくかを考えてもらう 

 

 

他グループの発表から、自分の実

践に活かせそうなことを見つけて

もらう 

情報源や有益なサイトなどの紹介 


